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入力を音声で確認するキーの操作の練習
技術科教室 平
A Study of the′rypewriting Efficiency Using a Voice‐Activated]Keyboard
Seiji HIRATA*
The obiectiVe Of this study is to make it smooth to master tapping keys.The testees、vere
pupils of a iuniOr high school.The practice rnethod was a tte of the way that has been used for
the blind people.The practice method、vas to typing the alphabet keys and confirnl the results
of typing by personal computer's voice through the earphone,the keyboard and the display
acreen being hidden to the testees. After the practice, typing speed by ordinary usage of
personal computer、vas inspected.The results are obtained as fo■owsi
(1) The practice effect is recognized,and the learning curve of typing speed is silnilar to the
negative acceleration curve.
(2) There is the significant correlation between typing speed and lnemory of disposition of
keys.
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9.354■  1.24    3.79**
3.00+   3.93*4  6.23**
3.22準   0.41    2.37・
0.68    1.45    2.53*
2.30*   0.35    4.09・・
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ヤホンからの音声により確認して練習した。プラインドタッチ入力を,通常にパソコンを使用する
状態と,キー ボードだけが見えないようにした状態とでも練習し,通常にパソコンを使用する状態
において3つの練習グループ間でキー入力速度を比較した結果,次のことがわかった。
(1)各練習グループとも練習効果が認められたが,キー 入力速度の進歩は概ね初期の練習日に大き
く練習日が経過するに従い小さくなる傾向があり,その学習曲線は消極的加速度曲線に類すると
思われる。
修)各練習グループとも,キー 入力速度とキー配置の記憶とに有意ある相関が認められ,キー 配置
の記憶の進歩でキー入力の進歩を予測できる。
0)各練習グループ間で効果を比較すると,初日の練習後での
'贋
位が最終日まで続き,入力したキ
ーを音声で確認する方法は中位である。また,入力したキーを音声で確認する方法は,毎日の練
習後の検査の度に有意ある進歩が認められるという,他の練習にはない特長がある。
文節単位で発生したものを認識する音声入力のワードプロセッサを目指した研究が行われている
が,実用化までには,かなりの年月が必要11)といわれており,また,たとえ実用化されても,入力内
容を読み上げる必要がなく確実であるキー入力は,将来的にも引き続き用いられると思われる。従
って,中学生段階のキーの操作に関する学習は有益であるので,今後さらに研究したい。
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